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１．四半期業績の概況の作成等に係る事項 
  
  売上高（又はこれに相当する事項）の会計処理
の方法の最近連結会計年度における認識の方
法との相違の有無 

 
 
:無 

 
２．平成１６年３月期第１四半期業績の概況（平成 15 年 4 月 1日 ～ 平成 15 年 6 月 30 日） 
（１） 売上高 

（注）金額は百万円未満を切り捨てて表示 
 百万円 ％

１６年３月期第１四半期 12,894 －

１５年３月期第１四半期 － －

(参考)１５年３月期 58,278 －

        （注）当該四半期より四半期業績の開示を行なっているため、前年同四半期実績及び増減率につき
ましては記載しておりません。 

 
  〔売上高に関する補足説明〕 
    当第 1 四半期におけるわが国経済は、企業収益の好転や株価の持ち直しなど、一部には景気回復の
兆しも見られましたが、デフレ継続や米国経済の先行き懸念など、依然として厳しい状況が続いてお
ります。 

    機能化学品の主力製品であるエピクロルヒドリンゴム、液体クロマトグラフィー用シリカゲル、酸
化イリジウム電極などの高付加価値製品については、積極的拡販に取り組んでまいりましたので堅調
に推移しました。しかしながら、基礎化学品につきましては、国内市況の低迷とアジア向け輸出の減
少などにより軟調に推移し、住宅設備ほかにつきましても、季節的要因により弱含みで推移しました。 

    以上の結果、当第 1四半期の売上高は、12,894 百万円となりました。 
 
（２）当該四半期において企業集団の財政状態及び経営成績に重要な影響を与えた事象 
  該当する事象は、ありません。 
 
 
３．平成１６年３月期の連結業績予想（平成 15 年 4 月 1 日 ～ 平成 16 年 3 月 31 日） 

 予 想 売 上 高        予想経常利益        予想当期純利益 
１株当たり予 
想当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 円  銭

中   間   期 29,000 550 230 － 

通       期 60,000 1,200 500 6  32 

 
平成 15 年 5 月 23 日に公表した業績予想等については、特に変更ありません。   
 

以 上 
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